
今日のテーマは【キーパーソンのいない方との関わり】について。鶴川先生が担当している金井一郎（80）さんの事例を見ていきます。いつものように鶴川クリニック来た金井さんの血糖値は300！
至急入院が必要と言ったら、「大袈裟だ」と状況を理解してもらえない… どうも最近、服装に乱れがあったり、偏った食事をしているみたいで心配だ… 相談できる家族もいない。
そこで【地域ケア個別会議】が開かれた。

鶴川第１高齢者支援センター

☎042-736-6927

鶴川第2高齢者支援センター

☎042-737-7292

STORY
*会場2か所を同時TVテレビシステムでつないで実施いたしました。

鶴川圏域の医療介護関係者に実施したアンケートの結果で「キーパーソン不在」「認知症独居」といったキーワードが浮かび上がりました。

キーパーソン不在の高齢者に判断能力の低下がみられた時、早い段階で権利擁護事業をどう活用できるか。また支援方針を導き出すのに有

効な地域ケア個別会議はどのように活用できるのか、ドラマとグループワークを通して 理解を深めましょう。

事前申込制
別紙に記入

お問合せ

鶴川圏域合同地域ケア会議
ドラマ ×グループワーク

2019年11月28日（木）
18：30～20：15

悠々園 ・ 第二清風園

判断能力が低下したご本人 ･ ･ ･

キーパーソンがいない場合にどうしたらよいか

ドラマを見て一緒に考えてみませんか？

キーパーソンがいない方と

共に地域で生きるために



1.なぜ今年度、圏域合同地域ケア会議で
キーパーソン不在事例を取り上げるのか？



• 昨年度地域ケア個別会議の集計結果

地域ケア個別会議のキーワード 件数

キーパーソン不在 6

孤立 4

家族関係トラブル 3

SOS発信困難 3

病状悪化 2

財産管理 2

閉じこもり 1

買い物困難 1

認知症に伴う金銭管理困難 1

生活困窮 1

自治会未加入 1

家族間トラブル 1

移動不安 1

サービス利用トラブル 1

ＡＤＬ低下による在宅生活困難 1

総計 29

昨年度圏域合同地域ケア会議の

アンケート結果

圏域合同地域ケア会議アンケート
「認知症での困りごと」集計結果

回答数

介入拒否、介護拒否 10

認知症独居・夫婦 10

家族の理解不足 8

服薬支援 7

外出支援 4

本人の危機意識不足 4

受診拒否 3

説明の繰り返し、約束忘れ 3

特定の人への執着 2

金銭管理 2

徘徊 2

暴言・暴力 2

ほかの精神疾患との区別 2

あんしんキーホルダー不携帯 1

意思伝達困難 1

介護疲れ 1

声掛けの方法 1

ゴミ屋敷 1

作話 1

地域の理解不足 1



その後、地域ケア推進会議でキーパーソン不
在事例の有効な解決方法について検討

その結果・・

①「地域ケア個別会議」の開催

②「権利擁護事業」の利用

が有効である

では、私たち医療・介護の専門家は、
この２つの事業をどの程度理解しているでしょうか？ アンケート調査の実施へ！





2.事前アンケート結果報告
回答率 居宅支援事業所 介護事業所 医療事業所 総計

発送数 18 51 93 162

回答数 12 24 28 64

回答率 66.7% 47.1% 30.1% 39.5%

居宅支援事業所

介護事業所

医療事業所

総計
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地域ケア個別会議を知っているか？

知っている 聞いたことはある 全く知らない
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居宅支援事業所

介護事業所

医療事業所

総計

地域ケア個別会議に出席したことはあるか？

ある ない

この結果だけみると、地域ケア個別会議の
理解・出席がよいと感じられますが・・

個別の会議を、
合同地域ケア会議
と混同されている
方が多いことがわ
かりました。



地域ケア個別会議とは・・

•個別事例に関する地域の専門職・関係者（医療・介護関係者以
外も含む）が参集し、個別事例（困難事例、予防・生活支援事
例等）の検討を行うことにより、個別課題の解決と専門職の能
力向上を図るもの。高齢者支援センターが主催する。

圏域合同地域ケア会議とは違
い、個別のケースについての具
体的な課題解決にむけた会議で

す。





権利擁護事業とは・・
•権利擁護とは知的障害、精神障害、認知機能の低下などのため、
自分で判断する能力が不十分だったり、意志や権利を主張する
ことが難しい人たちのために、代理人が権利の主張や自己決定
をサポートしたり、代弁して権利を擁護したり表明したりする
活動のこと。

•具体的な事業として、地域福祉権利擁護事業、任意後見制度、
法定後見制度、がある。
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地域福祉権利擁護事業を知っているか

知っている 聞いたことはある 全く知らない
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任意後見制度を知っているか

知っている 聞いたことはある 全く知らない
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法定後見制度を知っているか

知っている 聞いたことはある 全く知らない
医療・介護事業所の方にとっては
まだまだ馴染みが薄い事業という

ことがわかりました。



今年度の圏域合同地域ケア会議の目的

• キーパーソン不在ケースへの気づき

• 解決策としての地域ケア個別会議のイメージ作り

キーパーソン不在事例に、チームで関わることの有効性について理解を深める

権利擁護事業へどうつなぐか、事例をとおして学ぶ


